
日鏡外会誌　第 23巻　第 4号・2018年 7月

第 31回日本内視鏡外科学会総会を下記のとおり開催いたします．
会員の皆様には多数ご参加下さいますようお願い申し上げます．

第 31 回日本内視鏡外科学会総会
会長　　岩﨑　昭憲

会　期：2018年 12月 6日（木）～8日（土）

会　場：福岡国際会議場
　　　　　〒 812-0032 福岡市博多区石城町 2-1
　　　　福岡サンパレス
　　　　　〒 812-0021 福岡市博多区築港本町 2-1
　　　　マリンメッセ福岡
　　　　　〒 812-0021 福岡市博多区築港本町 2-1

会　長：岩﨑　昭憲（福岡大学医学部呼吸器・乳腺内分泌・小児外科）

総会テーマ：「The Next Step Forward ～夢を描き未来を開く～」
　　　　　　 　多くの領域で質の高いエビデンスが生まれ，現在では内視鏡外科手術は，もはや特殊な

治療技術ではなく日常の診療に広く浸透するようになっています．まだまだ対象となる疾
患を広げたり，より低侵襲性を進める技術革新が必要とされています．

　　　　　　 　また，ロボットや AIなど最新技術との融合が注目されるのも内視鏡外科領域ではない
でしょうか．幸い一領域にとどまらず横断的である当学会は，お互いの技術を学び享受し
自らも発展できることができるのも魅力だと思います．

　　　　　　 　皆様よりいただきました御意見や要望を参考にし，多くの特別講演，教育講演，シンポ
ジウム，パネルディスカッション，ワークショップを企画いたします．参加いただける先
生方に満足が得られる発表時間や場所を提供する工夫を考えております．

プログラム（予定）：

■海外招聘者（国際名誉会員）
Tonia M. Young-Fadok（Mayo Clinic College of Medicine, USA）
Alfred Allen E. Buenafe（Batangas Regional Hospital, Philippines）
George Whitfield Holcomb III（Children's Mercy Hospital, USA）

第 31 回日本内視鏡外科学会（31st JSES）のご案内
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■海外招聘者
Khurshid A. Guru（Roswell Park Cancer Institute, USA）
Franca Melfi（University of Pisa, Italy）
Michael Patrick Achiam（Copenhagen University Hospital, Rigshospitalet, Denmark）
Monish Aron（Norris Healthcare Center, USA）
Nicholas O'Rourke（The Wesley Hospital, Australia）
Laurent Fourcade（Centre hospitalier universitaire à Limoges, France）
Michael Li（Hong Kong Sanatorium & Hospital, Hong Kong）
Davide Lomanto（Minimally Invasive Surgical Centre （MISC）, Singapore）
Jang-Ming Lee（National Taiwan University Hospital and College of Medicine, Taiwan）
Sookwhan Sung（The Catholic University of Korea, Korea）
Woong Youn Chung（Younsei University College of Medicine, Korea）
Son N. Tran（Saint Paul Hospital, Vietnam）
Hiroto Kitahara（University of Chicago, USA）

■会長講演：岩﨑 昭憲（福岡大学）

■理事長講演：渡邊 昌彦（北里大学）

■特別記念講演 1：北野 正剛（大分大学）

■特別記念講演 2：「AIと気象予測（仮）」吉開 朋弘（一般財団法人 日本気象協会）

■大上賞記念講演：金谷 誠一郎（大阪赤十字病院）

■特別企画
・内視鏡外科手術の先駆者からの提言
・最新の基礎工学を臨床応用へ　～AIやロボットから見えるもの～
・保険医療財政における内視鏡外科の存在を考える　―医費用対効果からみて―
・あなたも取れる知的財産権！「ものづくり＆ちえづくり」
・内視鏡外科手術チームにおけるメディカルスタッフの役割と問題点
　【医師・看護師・CE　合同セッション】
・内視鏡外科診療ガイドライン公聴会

■ JSES/SAGES Joint Symposium
・JSES/SAGES Joint Symposium

■教育企画ビデオ
・内視鏡外科の安全な手技　～中級者までの基本を学ぶ～
・advanced endoscopic surgery　～ステップアップへの極意～
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■教育企画
・Cadaverによる手術教育の現況と未来　―内視鏡外科の視点から―

■シンポジウム
・各領域におけるロボット支援手術の現状
・内視鏡外科の安全な普及と教育の課題
・チーム医療・内視鏡手術をサポートする人材育成・教育
・安全な導入・普及のためのロボット支援手術の教育・指導体制
・3 D内視鏡がもたらす新しい世界とその障壁
・ICG蛍光法を用いた内視鏡手術
・腹腔鏡下手術による再手術へのチャレンジ
・内視鏡下心臓手術の幕開け　～胸腔鏡下小切開心臓手術とロボット支援心臓手術を
　どう使い分けるか？
・甲状腺内視鏡手術，良悪性保険収載完了後の更なる発展のために
・Robotic-assisted pulmonary resection
・内視鏡外科の合併症を減らす 胃外科
・食道胃接合部癌に対する治療戦略
・肥満外科治療の現状と展望
・術前補助治療後の腹腔鏡下直腸癌手術の治療成績
・ロボット支援手術でわかる骨盤内外科解剖
・最新の腹腔鏡下肝切除
・新規採用腹腔鏡下膵切除術の現状と課題
・婦人科内視鏡下悪性腫瘍手術のイノベーション
・QOLアウトカム改善を目指したロボット支援前立腺全摘除術の術式の工夫
・脊椎内視鏡

■スポンサードシンポジウム

■パネルディスカッション
・高難度手術における工夫（ビデオ）
・頭頸部領域における内視鏡手術の現状と展望
・肺癌に対する胸腔鏡下リンパ節郭清
・膜と層を意識した胸腔鏡下食道切除術
・アカラシアに対する新たな治療展開　～POEMと腹腔鏡手術～
・電気メス vs 超音波凝固切開装置 （領域毎 胃 大腸）
・上部進行胃癌に対する脾門郭清の適応と術式
・腸閉塞に対する内視鏡外科手術
・骨盤内多臓器合併切除への適応拡大
・この症例は腹腔鏡で行いますか？　―大腸癌―
・腹腔鏡下肝切除の適応と非適応（適応基準）
・定型的膵切除術（PD and DP）：腹腔鏡 VS 開腹 pros and cons
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・腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術の工夫
・小児内視鏡外科手術の教育についての工夫と提言
・小児胸腔鏡手術　―小児外科医と呼吸器外科医の立場から―
・ロボット支援腎部分切除術　―困難例への適応のポイントと成績―
・ロボット支援根治的膀胱全摘除術の新展開
・腹腔鏡下広汎子宮全摘術の標準化を目指して
・内視鏡外科看護の Experience　―これまでの経験をこれからの体験にどう活かすか―
・臨床工学技士（CE）は内視鏡外科チームの一員として何ができるか ? 何をすべきか！
・婦人科ロボット手術保険収載後の検証：現状と未来

■ワークショップ
・ ロボット支援手術の新術式への拡大（骨盤臓器脱・膵臓癌・下咽頭癌・腎盂尿管移行部狭窄・その
他）

・医療費高騰を防ぐ機器使用法の工夫・機器開発
・内視鏡と腹腔鏡のコラボレーション手術
・内視鏡外科手術による Redo surgery（消化器）
・内視鏡外科手術による Redo surgery（消化器以外）
・抗血小板薬・抗凝固薬内服患者の腹腔鏡手術
・甲状腺内視鏡手術の導入から実施に向けて
・若手が望む胸腔鏡技術認定の方向性
・胸腔鏡手術の教育体制
・Reduced Port VATSの短期および長期成績
・ヒヤリハットとその対応（消化器）
・食道癌・胃癌に対する内視鏡外科手術―何が手術の難易度を規定するのか？
・胃 GISTに対する Tailored surgery
・上部胃癌に対する再建法を考える
・腹腔鏡下胃切除後の QOL
・肥満外科手術のコツ
・Complicated appendicitisに対する内視鏡手術
・大腸良性疾患に対する腹腔鏡手術を極める
・下部消化管穿孔に対する内視鏡手術
・進行脾彎曲部癌をどう攻めるか？
・下行結腸進行癌に対する Laparoの工夫　吻合は？ 郭清は？
・直腸癌に対する taTME　いかに安全に行うか？ いかに安全に広めるか？
・急性胆囊炎の手術のタイミングと成績
・腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術：腹腔鏡手術 VSロボット手術
・IPMNに対する腹腔鏡下膵切除の成績
・鼠径部解剖を重要視した TAPP/TEPの術式選択と成績
・腹腔鏡下腹壁ヘルニア修復術の新しい流れ
・小児先天性胆道拡張症手術における腹腔鏡下再建法：細径胆管の吻合法
・ヒルシュスプルング病手術の現在
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・小児内視鏡手術におけるヒヤリ・ハット
・小児腹腔鏡下腎盂形成　泌尿器科から・小児外科から
・泌尿器科領域における Reduced Port Surgeryの現状と将来展望
・一歩進んだ副腎手術（アプローチの別，部分切除，単孔式など含む）
・困難な異所性妊娠の腹腔鏡下手術
・チームによる内視鏡外科手術のトータルマネジメント（医師，看護師，臨床工学技士）
・ここが変わった最新メディカルチームマニュアル
・新しく保険適用が追加されたロボット支援下内視鏡手術術式に関するメディカルスタッフの取り組み

■その他
・ハンズオンセミナー（看護師・CE・医師）
縫合結紮・手術ドライボックス・デバイス使用・機器点検・デバイス機器点検

問合せ先：第 31回日本内視鏡外科学会総会　事務局
　　　　　福岡大学医学部　呼吸器・乳腺内分泌・小児外科
　　　　　〒 814-0180 福岡市城南区七隈 7-45-1
　　　　　TEL：092-801-1011　FAX：092-861-8271

　　　　　第 31回日本内視鏡外科学会総会　運営事務局
　　　　　日本コンベンションサービス株式会社　九州支社
　　　　　〒 810-0002 福岡市中央区西中洲 12-33 福岡大同生命ビル 7 F
　　　　　TEL：092-712-6201　FAX：092-712-6262 
　　　　　E-mail:jses31@convention.co.jp
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